
前週末に発表された4－6⽉期のインドの経常⾚字が前期より拡⼤
したことなどを背景に、10年国債利回りは上昇（価格は下落）しま
した。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年9⽉14⽇）

［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年9⽉14⽇）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年9⽉14⽇）
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⽶中の貿易摩擦懸念の強まりなどを背景に新興国市場全体が弱
含む中、ルピーが下落したことなども嫌気されて週初からインド株式市
場は下落しました。その後、インド政府が週末にルピー安対策を含め
て経済についての会議を開くとの報道が好感されるなどして、株式市
場では反発する動きも⾒られましたが、週間では下落しました。

インドの経常⾚字の拡⼤などを受けて週初にルピーは対⽶ドルで下
落し、その後政府がルピー安対策を打ち出すとの期待感で買い戻さ
れましたが、週間ではルピー安⽶ドル⾼となりました。ただし、円も対
⽶ドルで下落し、円の下落幅が⼤きかったことから、ルピーは対円では
上昇しました。

（対象期間：2018/9/10〜9/14）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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2018/9/7 2018/9/14 変化幅
8.029 8.127 +0.098

2018/9/7 2018/9/14 変化率
1.545 1.557 +0.72%
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